
九 州 大 学 総 長 選 考・監 察 会 議 議 事 概 要（第７４回） 
 

○ 日 時 令和８年１月２３日（金） １４：００～１４：４５ 

○ 場 所 電気ビル共創館中心に Web会議 

○ 出席者 唐池委員、柴戸委員、津田委員、富永委員、坂東委員、貫委員（議長）、遠城委員、德本委

員、寺嵜委員、山本委員、中島委員、西村委員、大川委員 

〇 オブザーバー 石橋総長、山口監事、堀監事 

 
【議 事】 

１．総長選考・監察会議委員について 

教育研究評議会議長である石橋総長から、教育研究評議会において選出した委員が退任したため、

新たに中島委員を選出した旨、報告があった。中島委員に令和８年３月３１日までご就任いただく

予定である。 

 

2. 総長の業務執行状況の確認について 

  石橋総長から、前年の業務執行状況について報告があり、確認した。 

 

3．第一次選考について 

議長から、第一次選考の方法については、次期総長に求められる資質・能力の基準を踏まえて、

候補者から提出された所信表明書、履歴書、教育研究評議会及び経営協議会からの推薦書、所信表

明会の内容、及び学内意向聴取の結果を参考情報として審議を行う旨、説明があり、審議の結果、

最終候補者として、以下の２名を決定した。２月１９日の最終選考日では、２名の候補者をヒアリ

ングし、本会議において決定する旨、確認した。引き続き、議長から同日付で最終選考の決定につ

いて内容を公示することについて説明があった。 

最終選考の候補者については以下のとおり決定した。 

赤司 浩一候補 

内田 誠一候補 

   

  

4．最終選考日（２０２６年２月１９日）のスケジュール案について 

   事務局から、２月１９日の具体的な進行スケジュールについて説明があった。大要以下の意見交

換があった。 
  ・ ヒアリング後の審議時間が短いのではないか。総長選考には十分な審議時間が必要とされてお

り、本当にその時間で議論が尽くせるのか。 
  → 延長した場合、２時間は議論できる余裕のある時間割になっている。審議時間は十分に取れる

と考えている。 
  
  最後に、総長選考・監察会議の委員が退任した場合の次期委員を選出するための申合せがない旨の

意見があり、今後の検討課題とした。 


